大阪府立農芸高等学校　令和元年度　第２回　学校運営協議会学校運営協議会記録
【敬称略】
日　時　令和２年２月14日（金）

出席者　出席　４名
農業大学校　藤岡　、桃山学院大学　大堀
PTA会長　古澤　、　美原区長　澤田　

　農芸高校参加者　校長　教頭　喜多村　烏谷　上武　阪本　吾妻　田村

　欠席　２名　同窓会会長 田中  、　さつき野学園　泉谷　

学校運営協議会 15：30~17：00
　【　開　会　】
１　学校長　挨拶
２　学校運営協議会委員長　挨拶
３　協議（司会：委員長）
(1)平成31年学校経営計画及び令和2年度学校経営計画について【校長】

委員・・・勤務時間内に作業を終わらせるには実習に関してボランティアで来てもらっている。
委員・・・長時間労働に関しては人を増やすことも大切である。
ＯＢ組織を活用など検討が必要。
ＨＰを見る人が減少している。
ＳＮＳなどにアップすることも大切。
委員・・・現在、大学でも愛着障がいの生徒が増加傾向にある。
五感を使った経験が少ないのが原因であるが、基地感が大切であると思われる。
[bookmark: _GoBack]委員・・・学校の組織の見直しが必要である。

(2) 授業アンケート結果・学校教育自己診断結果について【教頭】
　　アンケート集計結果を報告

(3) SPH関連事業経過報告【首席】
　　今年度事業の概要について報告

(4)その他・進学の状況【進路部長】
　　1月末時点の進学の状況について報告
(2)~（4）の報告に関する意見

委員・・・生徒・保護者が肯定的に農芸高校をとらえている。
農芸高校を信頼している。かし、保護者が肯定的な意見に対して、先生方のアンケートでは否定的であり、先生方の犠牲のもとに成り立っているのではないかと思われる。
授業改善の項目で生徒は肯定的だが教員は先生方の評価は低く乖離している。ＳＰＨの報告では事業が終了した後にどのように継承をしていくかを考える必要がある。

委員・・・授業アンケートでは、先生方の授業改善の項目では３．１８であったということは８０％が肯定的である。

委員・・・生徒たちが保護者に学校の実習などの話をすることは素晴らしい。
働き方改革が脅迫になっていないか。振り返る必要がある。

委員・・・保護者の意見と生徒の意見が一致していることが良い。
先生方への配慮や見直しが必要。

４　その他
　　特になし

５　閉会挨拶【学校長】

　【　閉　会　】


